
15 14はなまき市議会だより　花の風　№81　令和６年11月１日 はなまき市議会だより　花の風　№81　令和６年11月１日

次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
。　

議
会
の
動
き
ほ
か

 常任委員会等の活動報告  常任委員会等の活動報告 

総務常任委員会

　◆９月 19 日（木）

　　＊協議「 今後の活動方針について」

　◆ 10 月７日（月）

　　＊所管事務調査

　　　 「一般廃棄物最終処分場の現状について」

　　　「人口減少対策について」

産業建設常任委員会

　◆９月 20 日（金）

　　＊協議「今後の活動方針について」

　◆ 10 月 30 日（水）　　＊協議「今後の活動方針について」

議会改革推進会議

　◆９月 27 日（金）

　　＊ 花巻市議会基本条例に基づく活動の検

証について

　

　（議案112）自治体決算に対する賛否は個々の事業ではなく、市政運営全般、市長の政治姿勢について判断す

ることが議員の責務と考えることから、上田市長の市政のまちづくりの基本は国が示す選択と集中のまち

づくりであり、結果として地方の衰退をもたらすため、個々の事業には賛同するものもあるが、本決算の認

定には反対する。

（議案113）低所得者の加入者が多い国保事業は、所得に占める負担割合が重いため反対する。

（議案114）年齢を区分した医療制度は、高齢者の尊厳を著しく阻害するものであり、制度そのものを認め難

いため反対する。

【反対】久保田彰孝　委員　　議案第 112 号、113 号、114 号

　 　令和５年度は、「子どもの成長とともに創る、未来のはなまきを確かなものに」を予算編成方針とし、医療

費助成の所得制限の撤廃により全ての子どもを医療費助成の対象としたこと、医療的ケアが必要な子ども

への支援とした医療的ケア児コーディネーターの配置、花南産業団地の本格的な整備や、スマートインター

チェンジの開通、道の駅石鳥谷のリニューアルオープンなど実施した。

　人口減少や少子高齢化が進んでいく中において、健全で持続可能な財政運営を図るため、市税やイーハ

トーブ花巻応援寄附金などの自主財源の確保に努めるとともに、各種事業の実施に当たっては物価高騰対

策など重要かつ優先度の高い事業を積極的に進めていることから賛成する。

【賛成】伊藤忠宏　委員　　議案第 112 号

討論討論

賛否が分かれた議案の審議結果

議案 112 令和５年度花巻市一般会計歳入歳出決算の認定について

議案 113 令和５年度花巻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 114 令和５年度花巻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
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議案 112 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

議案 113 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

議案 114 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 認定

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

QQ　 児童生徒がゲームやインターネットを利用する　 児童生徒がゲームやインターネットを利用する

時間が長くなることにより、 学習時間等が短時間が長くなることにより、 学習時間等が短

縮されている状況に、 どのような指導、 対策縮されている状況に、 どのような指導、 対策

が行われたか伺う。が行われたか伺う。

AA　 児童生徒には、 保護者と話し合い、 時間や　 児童生徒には、 保護者と話し合い、 時間や

ルールを決めて活用するよう指導している。ルールを決めて活用するよう指導している。

保護者に対しても同様の内容をお伝えし、 家保護者に対しても同様の内容をお伝えし、 家

庭でも指導していただくようお伝えしている。庭でも指導していただくようお伝えしている。

 学力向上推進事業 学力向上推進事業

3348万円3348万円

総 務 常 任 委 員 会総 務 常 任 委 員 会

　　◎高　橋　　　修 　　○本　舘　憲　一 及　川　恒　雄 照　井　明　子

　　　佐々木　精　市 　　　横　田　　　忍 阿　部　一　男 伊　藤　盛　幸

※ ◎が委員長、〇が副委員長

各種委員会の所属が替わりました

文教福祉常任委員会　 QQ　 「市民に意見を述べる機会が確保されている」　 「市民に意見を述べる機会が確保されている」

と思う市民の割合が、令和４年度に比べて３％と思う市民の割合が、令和４年度に比べて３％

減少していることについて伺う。減少していることについて伺う。

AA　 コロナ禍前は毎年増えていたが、 コロナ禍以　 コロナ禍前は毎年増えていたが、 コロナ禍以

降大幅に下がり、 最低となった令和２年以降降大幅に下がり、 最低となった令和２年以降

増減しているが全体としては増えている。 一増減しているが全体としては増えている。 一

方、 市長へのはがきは数倍に増えている。方、 市長へのはがきは数倍に増えている。

今後も意見を聴く手法の拡大に努める。今後も意見を聴く手法の拡大に努める。

 市民参画・協働推進事業 市民参画・協働推進事業

23万８千円23万８千円

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

　　◎佐　藤　　　現 　　○佐　藤　峰　樹 照　井　省　三 鹿　討　康　弘

　　　伊　藤　忠　宏 　　　藤　根　　　清 羽　山　るみ子　 櫻　井　　　肇

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

　　◎佐　藤　峰　樹 　　○羽　山　るみ子 小森田　郁　也 及　川　恒　雄

　　　若　柳　良　明 　　　横　田　　　忍 櫻　井　　　肇 本　舘　憲　一

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

　　◎似　内　一　弘 　　○若　柳　良　明 久保田　彰　孝 小森田　郁　也

　　　小　原　保　信 　　　盛　岡　耕　市 内　舘　　　桂 菅　原　ゆかり

　◆９月 19 日（木）　　＊ 第７号請願「 障がいのある人もない人

も共に学び　共に生きる

花巻市まちづくり条例」

の制定を求めることにつ

いて

　　　▽審査結果 ･･･ 採択

　　＊協議「 今後の活動方針について」


